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幼少期におけるペット曝露とアレルギー発症 
 

前回の抄読会で経時曝露を扱うモデルとして分布ラグモデルを紹介し、実データとして
利⽤を考えているエコチル調査についても述べた。 

現在はエコチル調査のデータのうち、幼少期におけるペットの飼育の有無と喘息などの
アレルギー発症について検討できないかと考えている。 

幼少期のペット飼育の影響については様々なメリットの存在が先⾏研究により⽰唆され
ているが、アレルギー発症については未だ議論の余地があり、幼少期のペット飼育がその
後のアレルギー発症を低下させるという論⽂と、ペット飼育がアレルギー発症のリスクフ
ァクターであるという論⽂がそれぞれ発表されてきている。 

本抄読会ではペットがアレルギーに与える影響について真逆の結果を⽰した 2 つの研究
について紹介する。 
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